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1．被服構成学における ICT 教材

　小・中・高等学校では，縫い方の基本（基礎縫い）や
布を用いた実験等の動画教材（ビデオ，DVD）を比較的
古くから教科書出版会社等が作成・販売していた．筆者
は，20年程前に高等学校で教鞭をとっていたが，授業内
で動画資料を用いる際には，当時はおよそ30インチのテ
レビモニターを教室の前方に設置し，ビデオや DVDを
再生して，基礎縫いの方法や繊維の燃焼実験等を一斉視
聴する方法を採っており，これが当時の一般的な方法で
あったと言える．生徒数は30名程度であり，今思えば，
大変小さな画面を大人数で見ていたことになる（当時で
はそれが一般的なサイズ）．一方で大学においては，その
当時，被服構成学実習において動画等の ICT教材が使わ
れていたことは無いに等しく，小・中・高等学校にある
ものが，なぜ大学に無いのかと今となっては少々不思議
な気もするが，恐らく当時は，基礎縫いの技法はどれも
修得済で，大学生にとってはできて当然の技術だったの
であろう．
　筆者が被服構成学の分野において，ICT教材の必要性
を感じたのは，武庫川女子大学（以下，「本学」とする）
に着任した年の2008年のことである．内容はパターン
メーキング（中でも原型製図）を学習する際に，繰り返
し説明が容易にできる教材の必要性を感じたことがきっ
かけである．自身が学生時代，製図は黒板かホワイト
ボードを用いて手描きにより教授されることが一般的で
あった．教員が黒板に手描きで説明する場合，当然なが
ら，体で黒板の一部が隠れることや，細かい箇所の説明
の際に一部だけを拡大して説明することはできない（と
は言え，自身が学生時代にこれについて疑問を抱いたり，
不便を感じたりという経験は無い）．そこで筆者は，Pow-

erPointに製図の過程を貼り付け，アニメーション機能を
用いるなどして，線を一本ずつ追加していく方法で解説
する教材を作成した（以下，「製図」ICT教材とする）．
作成当初は動画ではなく，授業中の解説時に用いる Pow-

erPointベースの教材であったが，後に本学の LMS（当
時，本学で使用していたもの）に搭載し，e-ラーニング
教材として，学生が自主学習できる教材へと展開した1）2）．
　図 1は，現在，YouTubeにアップロードしている文化
式身頃原型の製図方法の動画教材である．この動画の前
身が前述の PowerPointを用いた教材である．これは，当
初，本学の学生の利用を目的として作成したものである
が，原型の描き方については汎用であるため，YouTube

の公開設定を「公開」として，検索エンジンでヒットし，
学外者も視聴できる設定としている．この動画は，2020
年 9 月にアップロードしたものであるが，現在までに
3,805回の視聴があり，これは想像よりもはるかに多く，
本学の学生以外の利用はほとんどないと見込んでいたが，
この値を見ると大半が本学の学生以外の利用だと考えら
れる．なお，図 1は自身のバストサイズを代入して，自
分サイズの身頃原型の作図を解説したものであるが，こ
れとは別に 9号サイズ（バスト 83 cm）で解説した動画
教材も同様にアップロードしている（視聴数：1,671回）．
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図 1 　文化式身頃原型の解説動画3）のスクリーンショット
（筆者作成・撮影）



2．「基礎縫い」ICT 教材

　「基礎縫い」ICT教材は，「製図」ICT教材に次いで作
成した教材である．
　「製図」ICT教材の作成及び利用開始は2009年度である
が，当時，筆者は基礎縫いには，ICT教材の必要性を強
くは感じていなかった．そのような中でも，個人差が大
きいことは確かであり，一部の学生を対象として一助の
教材であることを認識しつつ，第二弾の ICT教材として
作成するに至った．
　「基礎縫い」ICT教材は2013年度から使用を開始した
が，プラットフォームは大学のLMSを利用していた（当
時はYouTubeが今ほど一般化しておらず，各大学のLMS

が主流であった）．縫製している様子の手元撮影，イラス
ト描画，音声録音等を経て，作成した教材であり，「製
図」ICT教材よりもはるかにに時間をかけて作成したも
のである．しかしながら，この「基礎縫い」ICT教材の
学生による利用は決して高くなく，その理由としては，
様々ではあるが，当時は今ほどスマートフォンが普及し
ておらず，ICT教材利用には PCが必要であったこと，
LMSはログインする必要があり，その手間をとるなら，
教科書をみる方がよいということが学生からの意見で
あった．
　2019年度より，LMSからYouTubeに移行し，現在，こ
の「基礎縫い」ICT教材は，動画を全て公開設定で You-

Tubeにアップロードしており4），図 2はその一例である．
なお，武庫川女子大学 家庭科教材5）に掲載している「基
礎縫い」ICT教材は，27種類であるが，その中で利き手
の動作を伴うものには全て右手・左手の動作の動画を掲
載しており，イラストに関しても同様である．
　この教材は，LMSを利用していた時よりも使用率が上
がっている．その理由としては，ログインする手間が不

要であることも一因であると考えられるが，新型コロナ
ウイルスの影響も大きいと考えている4）．オンライン授
業を強いられた際の本教材の利用は勿論，感染症拡大の
観点から集まって説明を聞くことや対人距離に対してこ
れまでとは異なる感覚を各々が抱き始めたことも要因で
あろう．教授する側としても，コロナ禍以前は，ICT教
材は補助的な位置づけであったが，現在では，予習に用
いたり，学生と一緒に画像を確認しながら，質問に答え
たり等の使い方をしており，復習的な役割のみではなく
なったと言える．

3．「CAD パターンメーキング」の授業展開

　現在，筆者がアパレル CAD教育に携わっておよそ20
年になる．
　本学に着任した際に，短期大学部 生活造形学科 アパ
レルコースにおいて開講のアパレル CAD関連科目
（「ファッションコンピュータ実習Ⅱ」の科目名で開講）
の担当者となったが，当時の授業カリキュラムでは，基
本的な操作の習得の後に，長袖シャツブラウス，パネル
ラインのワンピースの 2アイテムの作図，パネルライン
のワンピースの3Dシミュレーション及び学生自身が作成
した JPEG画像を用いて，3Dのワンピースに柄をつける
という内容であった．その当時に使用していたアパレル
CADは PADシステム（トヨシマビジネスシステム7））で
ある．2013年度からは，東レACS株式会社のクレアコン
ポⅡ8）（当時のソフト名は，クレアコンポ）に変更し，授
業カリキュラムも大幅に改変した9）．
　この20年の中で，アパレル CADシステム，特に3Dシ
ミュレーションにおいて進化したことも相まって，パ
ターンメーキングだけでなく，3Dバーチャルフィッティ
ングソフトを使ったアパレル CAD教育の必要性10）につ
いて，担当者間で協議し，2021年度の授業カリキュラム
からは，3Dバーチャルフィッティングソフトの利用を大
幅に増加させた．本来，3Dバーチャルフィッティングの
主な目的は，サンプルレスを実現し，リードタイムの削
減に加えてコストカットが可能ということである（東レ
ACS株式会社 HP 11）より引用）．しかしながら，大学に
おいては，パターンメーキングをまずはマスターするこ
とが主となり，言い方を換えれば，「それが精一杯」とい
う実情は恐らくどの大学でも同じではないだろうか．こ
のソフトの本来の目的は，実際に縫製せずとも立体を確
認することができ，意図するフォルムにいち早く辿り着
けることではあるが，その他にも学びがあることを授業
担当者としての経験から知ることとなった．筆者は，長
らく，3Dバーチャルフィッティングの本来の使用目的を
生かした教育に関して検討していたが，授業を担当した
経験を通して，新しい視点で3Dバーチャルフィッティン

図 2 　基礎縫い（千鳥がけ，左利き）の解説動画6）のスク
リーンショット（筆者作成・撮影）



グ教育について考えることとなった．図 3は，クレアコ
ンポⅡ8）を用いて作図したキュロットスカートのパター
ンとその着装状態をクレアコンポⅡ8）の画面上で並べた
ものである．
　クレアコンポⅡ8）では，平面作図（2D）上の線に対し
て，「線情報」と呼ばれるメニューにおいて，どの線とど
の線を縫い合わすということを設定し，縫合（実際には
接合された見た目の状態）を形成するが，その際に，縫
う方向を指示する必要があり，図 3の作図の輪郭線に記
された矢印がその方向を示している．例えば，脇線で前
後スカートの矢印の方向が反対を向いて設定した場合に，
前脇のウエストラインと後ろ脇の裾線を合わせることに
なり，その結果，図 4 のような着装となる．これは，
2019年度に担当した「アパレルコンピュータ実習」（本学 

生活環境学部 生活環境学科 アパレルコース開講（ 3 回
生が標準の履修学年），科目名は当時のカリキュラムのも
の）の受講生の間で頻発した着装の状態である．学生た
ちはこの状態が正しい着装ではないことは理解していた
が，なぜこのようなことになるかについては分からない，
自分たちで解決することはできないという状況であった．
　3Dバーチャルフィッティングにおいて，立体の着装状
態を形成するには，縫合箇所を設定する必要はあるが，
実際に縫製する時とは異なり，縫う順番という概念はな
く，縫合する箇所を一気に接合して，立体を成していく
仕組みである．その点では，布において縫製によって立
体にするよりも難易度は低く，縫製順序の知識が不足し
ている状態でも可能と言える．しかしながら，図 4に示
すように，縫う方向を反対に設定すると正常な着装には
ならない．図 4 の着装は，筆者としては想像ができな
かったものであった．学生は脇線，中心線等，平面が人
体のどの部分に位置するか，線と線の縫合は上下が逆さ
になると成り立たないこと等，こちらが想っている以上
にその部分の知識が少ないことが分かった．この経験か
ら，3Dバーチャルフィッティングは，意図するフォルム
にいち早く辿り着けること以前に縫合箇所や方向を考え，

人体のどの部分に位置するのか考えることのできる教材
であるという考えに辿り着いた．特にパンツ形状の場合
には，それらについて考える箇所が多くあり，図 3 の
キュロットスカートを例にすると，前後の股下線は縫合
設定が必要だが，股上に関しては，縫合する相手は後ろ
パターン同士，前パターン同士であり，前後の股上線を
縫い合わせることはなく，これは比較的よく間違える箇
所である．パターンメーキング学習において作図するの
みでは，そのことについて学ぶことができず，3Dバー
チャルフィッティングで着装することで，立体の成り立
ちを考えることができる．このような観点から，前述し
たように，3Dバーチャルフィッティングに関しては，本
来の目的のみならず，服の構成を学ぶ教材として有効な
ものであると言える．一方で，図 4のような状態を一例
として，学生たちはなかなか正常な着装ができないこと
について，2019年度に担当者として気づいたことであっ
た．授業中にこのような状況に陥ると，学生の質問に答
える形で教員が個別指導することになり，その間に授業
の進行は止まることになる．このような現状から，3D
バーチャルフィッティングは，少々難易度の高い題材と
して認識せざるを得ず，パターンメーキングした作図を，
都度に CAD上で3Dバーチャルフィッティングすること
は物理的に不可能な状態であると言えた．

4．「CAD パターンメーキング」ICT 教材

　筆者は，これまでに「製図」ICT教材，「基礎縫い」
ICT教材を作成したが，これらは全て基礎的な内容であ
り，作成当初の考えとしては，授業の進行に利用すると
いうよりは復習に用いるもの，場合によっては理解に時
間を要する学生に向けた補助教材というような位置づけ
であった．
　前述した「基礎縫い」ICT教材と同様に，CADパター
ンメーキングの分野においても，コロナ禍を経て，ICT

図 3 　クレアコンポⅡ8）で作図したキュロットスカート（左
から2D と3D）（筆者作成・撮影）

図 4 　3D バーチャルフィッティングで誤った方法で着装し
たキュロットスカート（筆者作成・撮影）



教材を用いることが定着した．本学では，コロナ禍にお
いて，対面が不可能である故，必要に迫られた形で非対
面形型によるオンデマンド教材を用いた遠隔授業を展開
した12）．
　上記のコロナ禍での経験から昨今は，対面授業におい
てオンデマンド教材を用いた授業を実施し，筆者はこの
方法をアパレル CADにおける新しい授業様式と位置付
けている12）．オンデマンド教材は事前に学生に配信する
こともできるため，予習をして授業日を迎えることも可
能である．本学のカリキュラムでは，90分 1 コマである
ことから，作業時間を多く設ける意味でも予習教材は非
常に有効であるとの認識である．
　図 5は「CADパターンメーキング」ICT教材の一部抜
粋である．この教材は，クレアコンポⅡ8）及び Filmora13）

を用いて作成した動画を YouTubeにアップロード（公開
設定は「限定公開」）したものである．
　表 1は，2023年度に用いた動画教材35種である．なお，
1～ 3については，提出物を伴わない復習的な内容のも
のである．
　動画を用いない形の対面授業では，3Dバーチャル
フィッティング機能を用いて着装する課題を 1アイテム
としていたが，動画を用いる授業方法では，表 1に示す
16アイテムで3Dバーチャルフィッティングを実施するこ
とができた．全16アイテムにおいて，パターンメーキン
グだけでなく，3Dバーチャルフィッティングまで到達す
ることができ，これはオンデマンド教材の効果であると
考えている．なお，動画を用いない対面授業時には，パ
ターンメーキング，グレーディング，マーキング，3D
バーチャルフィッティングの全ての課題において，完成
した作図のみを提出課題としたが，動画を用いた対面授
業時には，課題それぞれをレポート形式とし，考察を添
えて提出する方法としている．図 6 は，テーラードカ
ラーの作図及び3Dバーチャルフィッティングの課題にお
いて学生から提出されたレポートの一部である．
　図 7は，表 1に示す動画教材におけるアパレルCAD関
連科目，2023年度受講生の視聴状況である．YouTubeア
ナリティクスから得た値を受講者数で割った値である．
最も多いもので，4.9回，4～35の動画内，パターンメー
キングに関する動画の平均視聴数は2.7回，3Dバーチャ
ルフィッティングは2.1回である．
　学期末に受講生に対して実施したアンケートには，対
面型オンデマンド授業のメリットとして，「繰り返し視聴
できる」45.2％，「自分のペースでできる」45.2％，「質
問しやすい」33.3％，「復習できる」14.3％，「予習でき
る」11.9％，「集中できる」11.9％が挙げられた．

図 5 　フードの3D バーチャルフィッティング解説動画のス
クリーンショット（筆者作成・撮影）

表 1 　「CAD パターンメーキング」ICT 教材 全35種（筆者
作成）

タイトル
動画の
長さ

（mm:ss）
1 ベルト作成（手動） 7:30
2 ベルト作成（自動） 4:25
3【3D】様々なベルトの着せつけ 15:16
4 工業用パターンへの展開 4:36
5 パーツ化とパーツ情報の設定 10:31
6 縫い代の設定 5:10
7【3D】3Dバーチャルフィッティング 28:39
8 スリムスカート 22:14
9【3D】スリムスカート 8:23
10 グレーディング 18:32
11 マーキング 7:57
12 ヨーク切り替えヒップボーンスカート 32:36
13【3D】ヨーク切り替えヒップボーンスカート 5:23
14 キュロットスカート 29:27
15【3D】キュロットスカート 10:40
16 ネックラインのバリエーション 22:00
17【3D】ラウンドネックライン 5:13
18【3D】Ⅴネックライン 6:05
19【3D】スクエアネックライン 2:10
20 シャツカラー 19:29
21【3D】シャツカラー 4:39
22 フラットカラー 27:52
23【3D】フラットカラー 3:35
24 フード 8:22
25【3D】フード 9:00
26 ハイネック 8:59
27【3D】ハイネック 7:20
28 テーラードカラー 35:35
29 【3D】テーラードカラー 21:14
30 ギャザースカート 11:03
31 【3D】ギャザースカート 9:30
32 フレアースカート 12:39
33 【3D】フレアースカート 5:39
34 サーキュラースカート 12:21
35 【3D】サーキュラースカート 19:50



5．「CAD パターンメーキング」教育のための書籍

　筆者は長らく，アパレル CAD関連科目のテキストと
して自身が作成した解説資料をプリンターで印刷し，
ホッチキス留めをしたプリントを受講生に配布し，使用
してきた14）が，それらをまとめた内容で2023年 4 月に
「CADパターンメーキング入門－作図から3Dバーチャル
フィッティングまで」15）を株式会社三恵社16）より出版し，

アパレル CAD関連科目の指定図書（テキスト）として，
使用している．この書籍は，B5サイズの横長，厚さ約 

0.5 cmであり，PCの前に置いて閲覧するのに便利な形
状である．図 8 は，アパレル CAD関連科目の受講生の
受講スタイルである．27インチのモニターにはクレアコ
ンポⅡ8）を立ち上げ，自身で持参したタブレット（ス
マートフォンの学生も多数）にはオンデマンド教材を再
生，キーボードの手前にテキストを広げている．これが
最も一般的な受講スタイルである．

6．まとめ

　被服構成学に関わる ICT教材について記載してきたが，
これらの教材は学生が視聴するということだけでなく，
指導する側の分析資料となることを実感している．You-

Tubeには，アナリティクスが標準装備されており，視聴
回数のみならず，どの箇所をよく見ているか等を示す
「山」や「谷」が分かる．図 9 は，ミシンの準備（上糸
編）の解説動画の一部静止画であるが，このシーンが最
も視聴されている．上糸のかけ方においては，このシー
ンが最も間違い易いとの認識から，正誤の糸かけの状態
を静止画で動画内に組み混んでいるが，このシーンを何
度も視聴したり，一時停止したりして見ている学生が多
い．また，机間指導をしている際に，上糸のかけ方が間
違っている学生を毎授業で必ずと言っていいくらいに発
見するが，その際に，図 9のシーンを確認にするように
促し，学生が自身で誤りを見つける一助となっている．
　図10は，ミシンの準備（下糸編）の解説動画の一部で
あるが，この 2つのシーンの視聴が多く，ボビンに糸を
巻いた後，ボビンケースにボビンを入れるシーンが最も
見られているということである．これについては，少々
意外であり，この動画の作成者である筆者は，このシー
ンよりも下糸巻き案内に糸を巻き付ける箇所や糸巻軸に
ボビンをセッティングする辺りが「山」になるのではな
いかと予測していた．このような差異を見出すことも指

図 6 　パターンメーキング及び3D バーチャルフィッティン
グの提出物（受講生の提出物）
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図 7 　「CAD パターンメーキング」ICT 教材 視聴状況（n＝
42，筆者作成）

図 8 　アパレル CAD 関連科目の受講生の様子（筆者撮影）



導者としては今後の指導方法を考える上で有益であると
考えている．
　これらのミシンの準備動画は，約 1年前に被服構成学
実習科目を履修する学生用に作成したものである．本学
では，被服構成学実習関連科目において職業用ミシンを
用いており，糸かけの方法や下糸の巻き方については，
長らく（筆者が着任してから2022年度まで）一か所に集
合し，一台のミシンを20名程で囲んで教員がデモンスト
レーションする方法で解説をしてきた．教員の真横の位
置が最も見易い・分かり易い場所であるが，この方法で
は見え方が場所によって異なることや，その場で自分自
身のミシンやボビンを触って確認することができないと
いうデメリットがあった．実際にその集合型の一斉説明
を 1回聞いたのみで，ミシンの準備ができる学生は少な
く，年を追うごとにその人数が減少している傾向にあっ
た．一斉説明後に，個別で対応することになるが，動画

等の資料がない場合には，教員が再びやって見せるとい
うことになる．その結果，学生自身は手を動かして，自
分で設定していないということになることが多く，その
場では分かったようにあっても，次週の授業時に自身で
ミシン準備ができないということを繰り返すという現実
であった．動画にすると自身の使用するミシンやボビン
を手に取って説明を聞くことができる一方で，実物では
ない故に立体的に動作を見ることができないというデメ
リットが考えられ，ミシンの準備を説明する方法として，
本当に動画がいいかどうか半信半疑の状態で2023年度前
期より利用を開始した．この動画をアップロード（公開
設定は「限定公開」）して現在 2年目（丸一年くらい）と
なるが，視聴数は上糸編で611回，下糸編で457回であり，
これは想像をはるかに上回る視聴数である．授業中の様
子を見ていると，特に上糸編においては，毎回のように
見ている学生が比較的多く居るという状況であり，この
ことは大変意外であった．我々の感覚では，ミシンの糸
かけは「覚える」ことが当たり前であり，それ以前にミ
シンの糸かけはどのミシンでも「だいたい一緒」という
認識であり，特に調べる等せず，セッティングするとい
う感覚をもっていた．かつての家庭用ミシンは，工業
用・職業用ミシンと糸かけの方法は概ね同じであったと
言えるが，昨今の家庭用ミシンは糸かけの順番がミシン
本体に番号で印字されているものも多くあり，ボビンに
おいてもケース無しで釜にボビンを直接，横ではなく上
から入れるタイプのものが多い．このような体験から，
職業用ミシンの糸かけや下糸の入れ方は，学生にとって
初めて学ぶことであり，難しく感じていることが示唆さ
れる．
　図11は，ミシンの準備（上糸編）の動画内のボビン
ケースを釜に入れるシーンであるが，ツメを 2本の指の
先でつまむという動作が苦手な学生が多く，指先の巧緻
性の低下についても関連していると思われる．これまで，
ミシン準備がうまくできない原因を順番等の方法が理解
できていないと認識してきた．しかしながら，原因はそ
れだけでなく指使いも関連していることがこの動画を作
成・使用したことで分かった．教員が再びやって見せる
ことがなくなったことで発見することができたと考察し
ている．また，もう一点，ミシン準備に関して，学生は
「覚える」という作業を必要としていないということであ
る．我々の感覚では，ミシン準備は「覚える」ものであ
り，都度に資料を見て確認する認識はまるでなかった．
しかしながら，学生の行動を見ていると，授業時にミシ
ンを使う度にこの動画を見て，糸かけをしている学生が
一人二人ではない状況であった．筆者が観察した学年は
2回生であり， 1回生の時にミシンを使用していること
から，当初はミシン準備の方法について放念している一

図 9 　ミシンの準備（上糸編）解説動画のスクリーンショッ
ト（筆者作成・撮影）

図10　ミシンの準備（下糸編）解説動画のスクリーンショッ
ト（筆者作成・撮影）



部の学生用との認識であったが，思いの外，視聴してい
る学生が多いという現状であった． 3回生を担当する教
員に確認したところ， 3回生においても同様の状況との
報告を受けた．
　一年目である2023年度においては，何度も見ている
なぁという感想を抱くに留まったが2024年度に再びその
ような状態を見て，現大学生は，YouTubeを筆頭に便利
な動画が容易に手に入る時代故に，「覚える」という行為
が一概に必要ではないのではないかということを考察し
た．覚えるものだと思っていたことでも一概に覚える必
要はなく，自分自身が必要だと感じた時に，どのツール
を見ればいいかということを知っておくということだけ
で充分であるとも言える．勿論，これだけはどうしても
覚えておいてほしいということもある．しかしながら，
我々教員は，時代や学生のニーズに合わせていくという
ことも求められる立場あり，このような現状を把握した
上で，よりよい教育の方法を構築していきたいものであ
る．

7．今後の展望

　本稿では，「基礎縫い」ICT教材，「製図」ICT教材，
「CADパターンメーキング」ICT教材の 3教材を中心に
報告したが，その他として，スカートやワンピースと
いったアイテム毎の工程動画も作成し，該当する授業に
おいて使用している．例えば，裏付きタイトスカートの
工程では，これまでの経験上，中とじの工程が学生に
とって難しいと判断していたが，YouTubeアナリティク
スから分析すると，ベルトつけの動画の方が視聴数は多
く，技術としては，ベルトつけの方が学生にとっては難
しく，中とじは積み残しによるいわゆる「遅れている状
態」故の困難さであったということが分析できた．他の
アイテムや基礎縫いにおいても類似の分析結果があり，
教授する側にとっても今後の指導方法を再考する上での
判断材料となり，よりよい授業の構築に生かすことがで
きる．

　これは主観ではあるが，ICT教材を用いるようになっ
てから作品の完成度が総体的に格段に上がったと言える．
学生の意見としては，授業内で説明を聞いて分かったと
思っていても，いざ（自身の作品で）やろうとすると分
からないところが出てくることがあり，その際に動画が
有効であるとのことである．自身の学生時代を想うと被
服製作実習，特に各アイテムの動画教材は想像できない
ものであり，一回の説明を集中して聞いて作品を仕上げ
ることが恐らく一般的であった．筆者自身，教員になっ
てからも一回の説明で理解し，作品を仕上げることが当
然との認識を持っており，また，理解できる学生を理解
度の高い層だと認識していた．しかしながら，一回の理
解で作品が仕上がったとしても，それが真の理解かどう
かは一概ではない．このことはアパレル CAD関連科目
において机間指導の際に，「前スカートは展開できました
が，先生の説明通りに真似てできただけです．後ろス
カートで同じ展開を自分ですることはできません．」とい
う学生からの意見・質問で気が付いたことである．真の
理解というのはその場で早くこなすということではなく，
長期的な記憶として使えるものだと言え，真の理解のた
めの一助として ICT教材は大きな可能性を持つものであ
ると考えている．
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